
渡名喜村地域防災計画改定業務　特記仕様書

第１章　　総　　　則
第１条（目　的）

東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）やその後全国で発生した各種災害に対する国の法整備や防災計画改訂、また沖縄県地域防災計画の改訂を請け、渡名喜村（以下「本村」という）の防災上の特徴や課題、その対応等を整理することにより、渡名喜村地域防災計画（以下「村地域防災計画」という）の見直しを実施する。また、整理した災害情報等について総合防災マップとして取りまとめ、住民の災害時の避難行動の強化および防災意識の啓発に役立てることを目的とする。
第２条（適用範囲）

本特記仕様書は、本市が実施する「渡名喜村地域防災計画改定業務」（以下、「本業務」という。）に適用するものである。

第３条（準拠する法令等）

本業務は、本特記仕様書に基づくほか、法令通達等に準拠して実施するものとする。

第４条（疑義の協議）

本業務の実施にあたり、本特記仕様書及び業務内容等に疑義が生じた場合は、そのつど、委託者（以下、「甲」という。）と受託者（以下、「乙」という。）が協議のうえ、甲の指示に従う　　　　　ものとする。

第５条（作業計画）

　　乙は、本業務の実施に先立ち、以下の書類を速やかに甲に提出し、その承認を受けるとともに、業務実施期間中は、進捗状況等を随時報告するものとする。また、その内容を変更しようとするときも同様とする。

1 着手届

2 管理技術者の通知書（経歴書含む）

3 業務工程表

4 業務実施計画書

5 プライバシーマーク（JISQ15001）又は、情報セキュリティマネジメント（JISQ27001）認証取得証明書の写し

6 その他甲が必要とする書類

第６条（工程管理）

　　乙は、本業務の実施にあたり、適切な工程管理をおこなうとともに、適宜甲に作業進捗状況を報告するものとする。

第７条（貸与資料）　

甲より貸与される資料等について、乙はその重要性を充分認識したうえで破損、紛失等の　ないよう慎重に取扱い、使用後は速やかに返却するものとする。

第８条（交　渉）　

乙は、本業務を実施するにあたり、関係官庁並びに関係団体と交渉を要する時、または交渉を受けた時は、遅滞なくその内容を甲に報告し、その指示を受けなければならない。

第９条（損害賠償）

　　乙は、本業務実施中に、甲及び第三者に損害を与えた場合は、必要な措置を講じるとともに、速やかに甲にその状況を報告するものとし、損害賠償等が生じた場合は、乙において一切の　処理を行うものとする。

第10条（瑕疵担保）

　　乙は、本業務完了後であっても、乙の過失または疎漏に起因する不良個所が発見された場合は、甲の指示により、必要な補足・修正を、乙の負担によりおこなうものとする。

第11条（成果品の帰属）

　　本業務の成果品は、すべて甲に帰属するものとし、乙は、甲の許可なく公表、貸与、使用　　　してはならない。

第12条（情報の保護）

乙は、本業務遂行中に知り得た情報を甲の許可なしに他に利用してはならず、情報保護及び品質管理の観点から、以下の資格を取得していなければならない。

２　乙のセキュリティ体制が確立されていることを証明するために、乙は契約時にプライバシーマーク（JISQ15001）又は情報セキュリティマネジメント（JISQ27001）の認証取得証明証の写しを甲に提出するものとする。

第13条（完了検査）

　　乙は、本業務の完了後、定められた形式の成果品を速やかに提出し、管理技術者立会いの　　うえ甲の検査を受けるものとする。

２　成果品について甲より補正の指示があった場合は、速やかに補正を行い、再検査の合格を　もって作業の完了とする。また、乙は作業完了後に係わる諸書類を甲へ提出し、検査合格に　　より業務の完了とする。

第14条（納期及び納入場所）

　　本業務の工期及び納入場所は、次のとおりとする。

工　　期　　　令和2年2月28日

納入場所　　　渡名喜村総務課
　　　　　　　　　　　　〒901-3692　沖縄県島尻郡渡名喜村1917番地の3
　　　　　　　電話　098-989-2002
第２章　　業　務　概　要
第15条（業務概要）
　平成29年度

　　（１）計画準備

　　（２）資料収集整理

　　（３）地域防災計画見直し

　　（４）総合防災マップ作成

　　（５）報告書作成

　　（６）打合せ協議

第３章　　業　務　内　容

第16条（計画準備）

乙は、業務を円滑かつ的確に実施することに留意して業務実施計画を作成し、適切に業務管理を行うものとする。

第17条（資料収集整理）
乙は、本業務の実施にあたり、必要となる資料を収集整理するものとする。

第18条（地域防災計画見直し）
国・県・指定公共機関及び指定地方公共機関・その他社会情勢等の期間内における様々な制定及び改廃された法令・条例・規則をふまえ、｢渡名喜村地域防災計画｣の修正を行うものとする。
２　本計画は主に「本編」と「資料編」で構成する。
３　項目内容は次のとおりとする。

（１）計画修正方針の設定

（２）地域防災計画修正（案）の作成

（３）概要（修正の概要）の作成（新旧対照表を含む）

（４）地域防災計画修正（案）の協議調整による修正（庁内各課協議、村防災会議、沖縄県事前相談、事後報告）　

第19条（総合防災マップ作成）

地域防災計画修正に際して整理された課題等を基に、地震・津波、土砂災害、洪水、高潮等の災害危険箇所を網羅した総合防災マップ作成および印刷を行う。また、作成する総合防災マップには住民の防災意識向上のため啓発情報を掲載することとする。
なお、マップの様式は冊子タイプおよびＡ３判の折込タイプを想定するが、甲乙協議によって決定するものとする。
２　項目内容は次のとおりとする。
（1） データ調整
（2） 防災啓発情報検討
（3） マップ原案作成
（4） マップ印刷原稿作成

第20条（報告書作成）
　　業務の経過等を報告書として取りまとめることとする。
第21条（打合せ・協議）

打合せ協議は、業務着手直後、会議等の開催前、納品時に行うほか、必要に応じて甲乙の協議により随時行うものとする。

第４章　成果品

第22条（成果品）

　乙は、甲が求める要求事項に適合した以下の成果品を納入するものとする。
　　（１）地域防災計画　　50部

　　（２）総合防災マップ　　300部

　　（３）報告書　　3部

　　（４）上記電子データ　　一式
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